






















































2013 年 11 月 15 日受付










































































































4 月に行われた第 6 回競漕大会法科選手，明治 27
年（1894）4 月第 7 回競漕大会学士分科競漕，明
















（1928）4 月 1 日に新漕艇協会の関西支部，4 月






つまり昭和 3 年（1928）をもって，大正 9 年
（1920）に関東の 7 団体で関東を中心にした日本
漕艇協会が，大正 14 年（1925）9 月 23 日に関西
の 6 団体により設立された関西漕艇協会と合併す
ることによって，初めて全国的な日本漕艇協会が
















途切れることなく平成 24 年（2013）には 91 回
を数えている。これらの引用は久保勘三郎，宮田
勝善によって昭和 32 年（1957）発行に発行され





















































西暦 大正 櫂と櫓　宮田 櫓と櫂　大会名 ボート５０年 ボート百年 新ボート百年 漕艇７５年 データ・ファイル Ｄ・Ｆ　大会名 私案 備考他 コース
昭和１８年 昭和３２年 昭和４１年 昭和５１年 平成７ 平成１３年
前競漕　初シェル 全日本回数 全日本回数 全日本回数 全日本回数 全日本回数
1920 9 第１回関東大学高専選手権競漕 1 1 1 1 1 関東大学高専 日本漕艇協会設立
1921 10 第２回関東大学高専選手権競漕 2 2 2 2 2 関東 １０大学レガッタ俗称
1922 11 第３回関東大学高専選手権競漕 3 3 3 3 3 関東 １１大学レガッタ俗称
1923 12 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 関東大震災中止
1924 13 第４回関東大学高専選手権競漕 4 4 4 4 4 関東
1925 14 第５回関東大学高専選手権競漕 5 5 5 5 5 関東 関西漕艇協会設立
1926 15 第６回関東大学高専選手権競漕 6 6 6 6 6 関東
1927 Ｓ2 第７回関東大学高専選手権競漕 7 7 7 7 7 関東
1928 3 1 第１回全日本大学高専選手権 8 8 8 8 8 全日本 1 協会合併 淀新コース
1929 4 2 第２回全日本大学高専選手権競漕 9 9 9 9 9 全日本 2 尾久コース
1930 5 3 第３回全日本大学高専選手権競漕 10 10 10 10 10 全日本 3 瀬田川
1931 6 4 第４回全日本決勝 11 11 11 11 11 全日本 4 隅田川
1932 7 5 第５回全日本大学高専選手権競漕 12 12 12 12 12 全日本 5 瀬田川
1933 8 6 第６回全日本大学高専選手権 13 13 13 13 13 全日本 6 隅田川
1934 9 7 第７回全日本大学高専選手権競漕 14 14 14 14 14 全日本 7 瀬田川
1935 10 8 第８回全日本大学高専選手権競漕 15 15 15 15 15 全日本 8 隅田川
1936 11 9 第９回全日本大学高専選手権決勝 16 16 16 16 16 全日本 9 瀬田川
1937 12 10 第１０回全日本大学高専選手権競漕 17 17 17 17 17 全日本 10 隅田川
1938 13 11 第１１回全日本大学高専選手権競漕 18 18 18 18 18 全日本 11 隅田川
1939 14 12 第１２回全日本大学高専選手権競漕 19 19 19 19 19 全日本 12 瀬田川
1940 15 13 第１３回全日本大学高専選手権競漕 20 20 20 20 20 全日本 13 隅田川
1941 16 中止 21 21 21 21 21 全日本 中止
1942 17 日漕解消 第１回全国大学高専競漕 22 22 22 22 22 全日本 大日本学徒体育振興会戸田コース
1943 18 日漕解消 第２回全国大学高専競漕 23 23 23 23 23 全日本 大日本学徒体育振興会戸田コース
1944 19 中止 中止 中止 中止 中止 中止
1945 20 中止 中止 中止 中止 中止 中止
1946 21 24 24 24 24 24 国体兼全日本 14 瀬田川
1947 22 25 25 25 25 25 全日本 15 戸田コース
1948 23 26 26 26 26 26 全日本 16 戸田コース
1949 24 27 27 27 27 27 全日本 17 戸田会場一本化 戸田コース
1950 25 28 28 28 28 28 全日本 18 戸田コース
1951 26 29 29 29 29 29 全日本 19 戸田コース
1952 27 30 30 30 30 30 全日本 20 戸田コース
1953 28 31 31 31 31 31 全日本 21 戸田コース
1954 29 32 32 32 32 32 全日本 22 戸田コース
中間　略
2003 Ｈ15 81 81 81 81 81 全日本 71 戸田コース
2004 16 82 82 82 82 82 全日本 72 戸田コース
2005 17 83 83 83 83 83 全日本 73 戸田コース
2006 18 84 84 84 84 84 全日本 74 戸田コース
2007 19 85 85 85 85 85 全日本 75 戸田コース
2008 20 86 86 86 86 86 全日本 76 戸田コース
2009 21 87 87 87 87 87 全日本 77 戸田コース
2010 22 88 88 88 88 88 全日本 78 戸田コース
2011 23 89 89 89 89 89 全日本 79 戸田コース
2012 24 90 90 90 90 90 全日本 80 戸田コース












































3 年（1928）以前の 7 大会と戦中に行われた 3 大
会を除外した 81 回とすることが相応しいと考え
られる。
しかしボート競技の関東，関西隔年で行われた
全日本選手権大会が，昭和 24 年（1949）には戸
田漕艇場での一元開催となった経緯などについて
は，今後の研究を待たなくてはならない。
《注》
（１） 久保勘三郎・宮田勝善　ボート五十年　時事通信社
1957　p351
（２）宮田勝善　ボート百年　時事通信社　1966　p667
（３）宮田勝善　櫂と櫓　日本機動艇協会　1943　p254
（４）日本漕艇協会　漕艇 75 年　1995　P104
（５）日本漕艇協会　JARA　DATA　FILE　2001　p18
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